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金程中だより 
川崎市立金程中学校だより 

第９号 

令和５年１１月１５日 

保護者・生徒・地域の皆様 
 

 【文化祭実行委員長の言葉】  

今年の文化祭は例年と違う点が多くあり

ましたが、実行委員一丸となって支え合い

ながら準備を行い、トラブルなく本番を終

えることができました。展示の部、演示の部

は想像していたよりも生徒、保護者のみな

さんに楽しんでもらえ、頑張って準備をし

てよかったなと思いました。 

（３年２組 小島 咲結さん） 

 

    

涼しくなってきました。いよいよ秋本番。「スポーツ

の秋」「読書の秋」「芸術の秋」、みなさんは何の

「秋」にしますか？ 

選手宣誓 

「花」と「華」、文化の薫りもする金程中学校。文化ウイーク終わる。  
校長  金子 清               

ンダはどの世代にもウケるんだなぁ」、「こん

な素敵な家に住んでみたい」「なるほどマス

ク棚ね」、と私なりの感想をもったり、思わ

ずフェイクスイーツに手が伸びそうになった

りと、足を止めて、じっくりと見させてもら

いました。 

 文化祭・合唱コンクールのプログラムも素

敵でしたね。心を込めて作っていただいて、

ありがとうございました。あのプログラムの

中に、いくつものイラストがありましたが、

金中の校歌の音符をデザインに取り入れたも

のがあったそうです。気づきましたか。「な

るほど！」と感じると思います。 

 １０月２５日(水)に連合文化祭が行われ、

本校からも部活動や 

委員会から選ばれた 

生徒が参加しました。 

私は、お隣の学校で 

開催された「美術」 

の集いにお邪魔して 

きました。「お題」 

が与えられて、その 

お題(「喜び」)をイメージして、参加者で知

恵を絞ってイメージに合った絵を描くという

ものでした。 

 １１月３日(祝)には、小中合唱コンクール

があり、本校からは「昼休み合唱団」が参加

し、２曲を披露して、優秀賞をいただきまし

た。とても素敵な歌声でした。文化祭以来、

参加者も増えたようです。よろしかったら、

検討中の方も含めて、今後の参加をお願いし

ます。 

 今月号は、「文化の薫り」をお届けしまし

た。古くからの言葉、「文武両道」を体現

する金程中学校でもあります。 

あたり前のこと、眼の前のことを大切にす

る皆さんであってほしいと思います。 

今年のカレンダー

も、残すところ、あと

２枚となっています。

「秋なのに暑い」とい

う話題は、どこかにい

ってしまったようで、 

先週あたりから、朝晩はすっかり冷え込

み、冬の装いに少しずつ替わってきていま

す。毎朝、服装に悩んでいます。金程の山

からは、遠く丹沢の稜線(りょうせん:山と

山をつなぐ線)がくっきりと見え、富士山も

見える季節になってきました。 

 皆さんにとっては、駆け抜けた今年度の

前半でしたね。終業式では、それぞれの学

年代表の渡邉結香さん(１年)、山下乃愛さ

ん(２年)、小島咲結さん(３年)が前期を振

り返り、後期への決意が語られました。 

後期スタートからは、行事が続きました

が、麻生市民館で行われた文化祭と合唱コ

ンクールは、「文化の薫(かお)り」を実感

できる素敵な１日となりました。ステージ

上の発表は、市民館の方々の粋な計らいも

あって、場面ごとに色彩が変わり、吹奏楽

部や昼休み合唱団、弁論、スピーチは、こ

れまでの取り組みの成果の「花」が開いた

ように感じました。 

また、各学級で取り組んだ合唱コンクー

ルは、ステージに立つ一人ひとりが、素敵

な「華」となっていたと思います。展示作

品は、秀逸(しゅういつ)ぞろいで素晴らし

かったです。今年度は、文化祭のためだけ

に作品作りをしたり、装飾したりすること

をなくしました。 

日ごろの教科や部活動 

で、時間をかけて取り組 

んできたもので、まさに 

「丹精込めた」作品ばかりでした。作品を

見ると、「裁判所に行ったのね」、「やはりパ 

吹奏楽部 

３年学年合唱 

「人権」について考える ～人権移動教室を開催～ 
 １０月１７日（火）に、横浜国際人権センターの会長である杉藤旬亮さんを講師にお招き

し、人権移動教室が行われました。人権という言葉は、なじみもあるし、よく使われますが、

「何が大切なのか」、「どうすればいいのか」、さまざまな視点でお話をいただきました。お互

いがお互いを認め合える金程中学校でありたいと思います。そして、お互いを尊重し合える金

中生であってほしいと考えます。 

 今日の人権移動教室で私は、自分にできる

ことがあれば行動することの大切さを知りま

した。電車の譲り合いや、お年寄りを手助け

するなど、身近なところでできることが、一

人ひとりの人権を守る行動につながるという

ことを学びました。     〔一部抜粋〕  

【合唱コンクール実行委員長の言葉】 

合唱コンクールに携わってくださった

皆さまありがとうございました。この合

唱コンクールで私は、クラスのみんなと

同じ目標に向かって活動することの楽し

さ、大変さなど多くのことを学ぶことが

できました。 

 
 

 

後記 １０月は多くの行事が行われ、生徒たちにとっては、刺激を受けた月になったのではないでしょう

か。早いもので、今年も残りひと月半。今年やり残したことはありますか？ 
 

 １０月１３日(金)に、麻生市民館大ホールで行われ、平日にもかかわらず、多くの方のご来場

をいただきました。ありがとうごささいました。 

  


